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58 2編1章　生物と遺伝子

DNAの構造はどのようにしてわかったのだろうか

　エイブリーらによって，DNAが遺伝物質であることがほぼ確定した1940年代後半，多
くの研究者が，DNAの構造を明らかにしたいと考えるようになった。熾

し

烈
れつ

な先
せん

陣
じん

争いのな

かで，4人の研究者の研究成果が結実し，特筆すべき発見がなされた。
【ウィルキンスとフランクリン】 イギリスのロンドン大学キ

ングスカレッジのウィルキンス（1916－2004年 イギリス）
とフランクリン（1920－1958年 イギリス）は，X線を用い
て，DNAの構造を明らかにしようと試みていた。1952年，
彼らはDNAがらせん構造をもつことを示す写真を撮

と

ること

に成功した。▶⑴ ※p.59上の　　　　　に表示。以下同じ。
【ワトソンとクリック】 同じ時期，イギリスのケンブリッジ

大学キャベンディッシュ研究所のワトソン（1928年－ アメ

リカ）とクリック（1916－2004年 イギリス）は，X線の解
かい

析
せき

データから模型を組み立てて，DNAの構造を明かそうと
していた。彼らは当初，鎖

くさり

が3本あるDNAの構造のモデル
を構築した。しかし，シャルガフ（1905－2002年 オース

トリア）が示した規則から，アデニンとチミン，グアニンと

シトシンが結合するような構造をとっているのではないかと

考えるようになった。そして1953年，ウィルキンスとフラ
ンクリンの研究結果に基づいて，DNAの二重らせん構造の
モデルを提案した。▶⑵　その後の研究によって，予想どお
りDNAは二重らせん構造をしていることが明らかとなった。
ワトソンとクリックは，9年後の1962年にウィルキンスと
ともにノーベル生理学・医学賞を受賞した。

　『Nature誌』に発表した彼らの論文は，わずか1ページ半
ほどの短いものだったが，多くの科学者は，遺伝子の本体が

判明したこと以上に，その構造に衝撃を受けた。同じものが

増えるという遺伝の本質が，塩基の相補性に秘められていた

からだ。ワトソンとクリックはこのことを，論文の中で次の

ように表現している。「私たちが提唱する特定の塩基が対
つい

とな

る性質は，とりもなおさず，遺伝物質の複製機構を暗示して

いる。そのことは，私たちもよく認識していた。」

“It has not escaped our notice that the specific 
paring we have postulated immediately suggests a 
possible copying mechanism for the genetic 
material.”（原文）

▲図a　ウィルキンス（左）と
フランクリン（右）
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▲図c　二重らせん構造が発
表された論文
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